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令和４（2022）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 
韓国語Ⅱ（Korean Ⅱ） 

2011023-017 
担当教員 

權 五景 

（グォン オーギョン） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

韓国語による基礎的な日常会話ができることを目指す授業である。授業内容は韓国語Ⅰの復習と動

詞・形容詞の活用が中心となる。なお、後期は検定試験の準備も並行する形で行う。また、授業内容

は初級と中級の間の水準である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

教科書の内容に基づいて、会話を繰り返す。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

韓国語Ⅰの履修が望ましい。 

⑤ 評価 Aに対応する具体的な学習到達目標の目安 

（ⅰ）韓国語文章の日本語訳ができるようになる。 

（ⅱ）長岡の道案内ができるようになる。 

⑥ テキスト（教科書） 

李志暎（2010）『できる韓国語 初級 Ⅱ（新装版）』アスク 

⑦ 参考図書・指定図書 

 

 

  

http://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&field-author=%E6%96%B0%E5%A4%A7%E4%B9%85%E4%BF%9D%E8%AA%9E%E5%AD%A6%E9%99%A2+%E6%9D%8E%E5%BF%97%E6%9A%8E&search-alias=books-jp&text=%E6%96%B0%E5%A4%A7%E4%B9%85%E4%BF%9D%E8%AA%9E%E5%AD%A6%E9%99%A2+%E6%9D%8E%E5%BF%97%E6%9A%8E&sort=relevancerank
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⑧ ルーブリック 

評価項目 

評価基準 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

到達目標を越

えたレベルを

達成している 

到達目標を達

成している 

到達目標達成

にはやや努力

を要する 

到達目標達成

には努力を要

する 

到達目標達成

には相当の努

力を要する 

（ⅰ）日本語訳 辞書さえあれ

ばほとんどの

韓国語文章の

日本語訳がで

きる 

韓国語文章の

日本語訳がか

なりできる。 

不規則変化に

戸惑いながら

なんとか文脈

上の間違いな

く日本語訳が

できる 

教員の助力を

得ながら日本

語訳ができる 

教員の助力が

あっても日本

語訳ができな

い 

（ⅱ）道案内 道案内が十分

できる 

筆談を交えな

がら道案内が

できる 

辞書、筆談、英

語を交えなが

ら道案内がで

きる 

教員の助力を

得ながら道案

内の会話がで

きる 

教員の助力が

あっても道案

内の会話がで

きない 

      

 

⑨ 学習の到達目標（評価項目）とその評価の方法、フィードバックの方法 

学習到達目標（評価項目） 試験 
小テス

ト 
課題 

レポー

ト 

発
表・ 
実技 

授業へ
の参
加･意
欲 

その他 合計 

総合評価割合 50% 20% 10%   20%  100% 

（ⅰ）日本語訳ができるよ

うになる 

25% 10% 5%   10%  50% 

（ⅱ）簡単な会話ができる

ようになる 

25% 10% 5%   10%  50% 

         

フィードバックの方法 添削して返却する。 

 

⑩ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

宿題をしっかりこなすことが、会話力に直結する。 

 

⑪ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 

授業外の学習課題と時間（分） 

（※特別な持参物） 

1 「－ことができます」、「－（動詞）に」 大声でパターンを暗記する。 60分 
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2 「－てはいけません」 大声でパターンを暗記する。 60分 

3 
「－てください」、「－でしょうか」、 

「－ましょうか」 
大声でパターンを暗記する。 60分 

4 「아서」、「어서」、「해서」 大声でパターンを暗記する。 60分 

5 動詞の現在連体形 大声でパターンを暗記する。 60分 

6 動詞の過去連体形、「-したことがある」 大声でパターンを暗記する。 60分 

7 動詞の未来連体形、「－するつもりです」 大声でパターンを暗記する。 60分 

8 形容詞の現在連体形、名詞文の現在連体形 大声でパターンを暗記する。 60分 

9 「－するのですが」、「－するのに」、電話の表現 大声でパターンを暗記する。 60分 

10 「ㅂ不規則活用」、「－から、－ので」、天気の表現 大声でパターンを暗記する。 60分 

11 「ㄷ不規則活用」、「－なければなりません」 大声でパターンを暗記する。 60分 

12 
「ㅅ不規則活用」、病気の表現、 

「－ために、せいで、－するため」 
大声でパターンを暗記する。 60分 

13 「르不規則活用」、「－するじゃないですか」 大声でパターンを暗記する。 60分 

14 「ㅎ不規則活用」、「－してみる」、色の表現 大声でパターンを暗記する。 60分 

15 「ㄹ不規則活用」、不規則の表現の総復習 大声でパターンを暗記する。 60分 

16 「－(으)ㄹ게요（意思・約束・決意）」 大声でパターンを暗記する。 60分 

17 「－아/어 있다（完了状態の継続）」 大声でパターンを暗記する。 60分 

18 「－しないでください」、「－しないで－」 大声でパターンを暗記する。 60分 

19 「－そうだ」、「－と思う」 大声でパターンを暗記する。 60分 

20 「－する前に」、「－した後」 大声でパターンを暗記する。 60分 
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21 「－する方です」 大声でパターンを暗記する。 60分 

22 「－く／－に／－するように」、「－になる」 大声でパターンを暗記する。 60分 

23 「－てから－経つ」、「－しようと思う」 大声でパターンを暗記する。 60分 

24 「－すること」、「－さ」 大声でパターンを暗記する。 60分 

25 
「－でしょう／－でしょうね」、 

「－するとき／－したとき」 
大声でパターンを暗記する。 60分 

26 
「－してあげる／－してくれる」、 

「－く見える」 
大声でパターンを暗記する。 60分 

27 「（意思）－します」、「（願望）－たらよいですね」 大声でパターンを暗記する。 60分 

28 「－くなる／－になる」、「－していた名詞」 大声でパターンを暗記する。 60分 

29 間接話法（疑問文と平叙文） 大声でパターンを暗記する。 60分 

30 間接話法（命令文と勧誘文） 大声でパターンを暗記する。 60分 

 

⑫ アクティブラーニングについて 

読み書き能力の確認のため、簡単な小テストを行う。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑬ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 


